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2004 年秋に行われた土曜講座と、2007 年と 2008 年 8 月の夏季公開講座の受講者にアンケート用紙
を配布し、336 枚を回収した。次に、消費生活全般の知識をもつ消費生活アドバイザー（3）にも
2009 年 2 月の例会においてアンケート用紙を配布し、その場で 38 枚を回収した。また、大学入学
までに物理、化学を十分学習し、典型的理系学問を学んでいる大阪大学薬学部 3年生にも 2009 年
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12 月、授業時にアンケート用紙を配布し、64 枚を回収した（表 1）。アンケート回答者の性別、年
齢構成は表 2に示した。
表 1　グループ別回答者の性別
回収時期 男性 女性 無回答 合計
公開講座受講者 2004 年 10-11 月 59 67 8 134
2007 年 8 月 63 80 5 148
2008 年 8 月 20 32 2 54
消費生活アドバイザーネットワーク会員 2009 年 2 月 3 35 0 38
大阪大学薬学部 3年生　 2009 年 12 月 40 24 0 64
合計 185 238 15 438
表 2　グループ別年齢構成
30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答 合計
公開講座受講者 （2004 年） 9 6 12 24 53 30 0 134
 （2007 年） 6 12 15 26 51 35 3 148
 （2008 年） 3 2 3 13 19 12 2 54
消費生活アドバイザー
ネットワーク会員
1 6 16 12 3 0 0 38
大阪大学薬学部 3年生 64 0 0 0 0 0 0 64




















に並んだ 18 個の物の名前から該当するものを 5つ以内で選ばれた結果が図 1である。図の縦軸はそ
の項目の回答者数÷全回答者数× 100（％）で表している。『化学物質』として思い浮かべるものは「農
薬」と「食品添加物」が飛び抜けて多く、438 人中 330 人（75％）と 311 人（71％）が丸印をつけた。
続いて、「防虫剤」221 人（51％）、「工場廃水」212 人（49％）、「車の排気ガス」201 人（45％）、「洗



































の排気ガス」、「防虫剤」が同程度（50％台：182 ～ 170 人）であった。消費生活アドバイザー（グルー
プ B：38 人）では、2位以下は「防虫剤」、「洗剤」、「食品添加物」、「工場廃水」が同程度（53 ～
45％：20 ～ 17 人）の回答数であった。薬学部学生（グループ C：64 人）は 2位以下「食品添加物」
（63％：40 人）、「防虫剤」（48％：31 人）、「医師の処方する薬」（30％：19 人）、「洗剤」（27％：17 人）
となった。薬学部の学生ということで、「医師の処法する薬」が 4位に入っているという特徴が見ら
れた。
少数であるが、「すべての物質」を 26 人が選んでいた。そのうち、16 人は他の項目との複数選択
であり、「すべての物質」だけを選んだのは 438 人中 11 人であった。
2004 年秋に行われたアンケートでは「思い浮かべないもの」についての質問Ⅱが含まれていない
ので、この質問についての回答者総数は 304 人となる。『化学物質』という言葉から思い浮かべない
ものとして「炭」を 304 人中 169 人（56％）、「無農薬野菜」を 162 人（53％）、「繊維（木綿）」を
153 人（50％）、「食肉」を 143 人（44％）、「酒類」を 124 人（41％）が挙げていた（図 1）。「思い浮
かべないもの」についてもグループ別で上位 5物質を比較したのが、図 3である。上位 5物質につ
いては、グループ間の違いは全くなかった。順位については、グループ A（公開講座受講者）が「炭」、
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うに思われる。年代別でみると、「人工的に造られた物質」というイメージは 30 歳未満（76％）を
除いてどの年代も 90％以上がもっていた（図 7-4）。「有毒なもの」というイメージ（図 7-1）は 30
歳未満（55％）が最も低く、40 歳代が 65％、30 歳代、50 歳代、60 歳代、70 歳代以上で 70％前後
となった。年齢が高くなるほど、「人工的に造られた物質」と「有毒なもの」のイメージに集中して
































































響を及ぼす。（略） （20 歳代男性 2007 年）
③ アスコルビン酸とか、しそジュースに入れる酸味の強い白い粉（名前は思い出せない）は化学
物質なのでしょうか？無農薬野菜も少しだけ作っているのですが、限界を感じます。木酢液も
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Ⅱ人工的なもの




 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70 歳代男性 2004 年）
③ 化学物質のイメージは無機質、大量生産品です。工業製品ですから生活に有用なものと認識し
ています。ただし人が利用した後の廃棄物質（負）は有害なものに変質します。化学物質イコー
ル有害は生産者の社会的無責任によるものと考えています。 （70 歳代男性 2007 年）
Ⅲ有害なもの
①毒性に気をつけて使用してほしいです。 （60 歳代男性 2004 年）
② 化学物質というと有害なものというイメージがあり、食品にしても含まれないものが良いとい
うイメージがある。しかし、必要なもの有用なものもあるのではないかとふと思うことがある。
                                              　（50 歳代女性 2004 年）
③ 自然を破壊する物質というイメージが強いです。あと利便性は高いが、人体に悪影響を与える
というイメージもあります。         （20 歳代女性 2004 年）
④人体への影響（遺伝子）　発ガン性　        （50 歳代男性 2004 年）
⑤ 薬品、ビタミン剤などの言葉から化学物質と聞くと有害のイメージがある。汚い、臭いという
化学産業のなかで叫ばれていることで負のイメージがある。 （40 歳代男性 2007 年）
⑥健康被害                 （40 歳代男性 2007 年）
⑦ なんとなく化学物質＝人工的なもの＝有害という図式で判断しています。が、そうばかりでは
ないのでは？？とも思います。天然のものでも有害になるものは有ると思うのですが、具体的
には分かりません。           （50 歳代女性 2007 年）
⑧ 私は文系の人間なのでよく知りませんが、この世の物質は全て化学記号で分析、構成されてい
ると思います。ただ、社会では「化学物質」というと全て「有害」という感じで伝わっている
ように思います。       （70 歳代男性 2007 年）
⑨ 衣・食・住と生活する上での不可欠の「物質」といっても過言ではないでしょう。どれをとっ
ても全く安全なものは少なく、自身で自己防衛策をとらざるを得ないと考えています。








刃の剣という意識を常に持つ必要がある。 （50 歳代男性 2008 年）
Ⅳ不安
①警戒心ばかりです。本来はそうではないのでしょうが。    （60 歳代男性 2004 年）
② もう生活の一部と言っていいほど私たちの身近に存在するので普段はあまり意識していません
が、心のどこかで体に悪いのでは、と警戒しているように思えます。完全に信用しているわけ
ではないようです。     （20 歳代女性 2004 年）
③今更じたばたしても仕方ないかと思いつつささやかな抵抗はしている。
 （60 歳代男性 2004 年）
④ダイオキシンによる、将来子孫に与える悪影響を憂慮しています。 （70 歳代男性 2004 年）
⑤ 自然環境はじめ人類まで破滅させるこの化学物質が日常茶飯事あらゆるところに使用され本当
に文明の進歩とともに後世子々孫々にまで及ぼすことは本当に心配です。（略）
 　　　　　　　　　　　　　　（60 歳代女性 2007 年）
⑥ （略）上手に共存できるようにと考えています。ただ私たち世代の “ ツケ ” が次世代に悪影響
を残さないようにしていかなければと考えています。 （60 歳代女性 2007 年）
⑦ 人類が進化し生活がどんどん便利になりました。（略）たぶん世界に誇る長寿国である日本も今
の若い人達はそんなに長生き出来ないと思います。 （60 歳代女性 2008 年）
Ⅴ正確な情報入手
①学習するチャンスがあればぜひ取り組みたい。 （50 歳代女性 2004 年）
②本当のところはどのようなものか、理解しておりません。（略）正しい情報が欲しいです。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60 歳代女性 2007 年）
③ 私たちは『化学物質』にとりかこまれて生活している。『化学物質」＝人工的＝有毒（有害）と
考えている多くの人たちはそれらのなかに有用なものが多いことも知っているが、非常に不安
を感じている。有害な化学物質の情報をきちんと知らせて欲しい。 （40 歳代女性 2007 年）
④やさしい手引き書、案内書があればといつも思う。これに関わる講座を開いて欲しい。
 （80 歳代男性 2007 年）
⑤化学物質について勉強したい。　　 （60 歳代男性 2007 年）
⑥ （略）きちんとした科学知識を持っていない状況に置かれているためか、（略）情報疎外者とな
らぬよう、どうすればよいか日ごろより問題意識を磨いておくべきなのだろうとボンヤリ思い
ます。　　　　 （50 歳代男性 2007 年）
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